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要旨 





















SDGs (Sustainable Development Goals) is a core issue in the corporation. 
However, defining the Relations of the SDGs and individual corporations 
is challenging. Today, efforts on SDGs are regarded as business 
opportunities for corporations. SDGs are looking forward to corporations 
for creativity and innovation to realize the various goals. Innovation is the 
basis for creating solutions to economic and social issues in SDGs. The 
carrier of innovation is an entrepreneur. International entrepreneur is an 
entrepreneur based on international behavior standards. Entrepreneurs 
are people with agility, who quickly find business opportunities and 
commercialize them. 
  In this paper, we will consider SDGs as a guideline for international 
corporate behavior and conceptually examine the possibility of 
international entrepreneur development. At the same time, explore the 
influence of SDGs on SMEs' corporate behavior. This can be view as a 
means to motivate to include SDGs into SMEs’ business models. Finally, a 






Development Goals,2001)から GRI も参加した SDGs(2015)への発展的な継
承がなされた。 
今日では、SDGs の本格的な取り組みが多くの企業でなされるとともに、
これまでの ISO26000、GRI と SDGs の関連づけも進み、地球環境、社会そ
して経済を統合した課題への取り組みが SDGs によって展開されている。こ
のことは、わが国大企業(日経225)のサスティナビリティ報告書のうち、SDGs
に関する開示が 2016年の 8社(4%)から 2017年 68社(31%)へと大幅に増加し
ていることからも知ることができる (KPMG あずさサスティナビリテ
ィ,2018)。 
 さて、SDGs は、MDGs が発展途上国を対象とし、各国の政府や国際機関
を達成主体とするのに対して、対象に先進国を加え、達成主体を企業や NGO、
NPO などへと拡張した。さらに SDGs は、目標数も 8 から 17 へと増やして
地球環境問題、社会的問題そして経済的問題を含む包括的な構想へと進展し














































SDGs は、わが国において ISO14001 から ISO26000、Global Compact そ





















1 版、2013:第 4 版)へと進んでいる。 
 
(2) 社会的責任問題から持続可能な発展問題へ 
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の評価的な側面である(SDGs Compact, 2016)。そして②SHIP（SDGs Holistic 
Innovation Platform）などのイノベーションを推進する側面である (SHIP, 
2018 )。 







SDG Compass に関するこの指針は、5 つのステップを順番に 1 つずつ説明
するように構成されている。01 SDGs を理解する、02 優先課題を決定する、
03 目標を設定する、04 経営へ統合する、05 報告とコミュニケーションを
行うがこれである。これらの指針は、ISO26000 や GRI という企業レポーテ
ィングのガイドラインと同様の視点に立つものである。 










出所) 日本規格協会(2014) , 日本工業標準調査会審議(2012), GRI, United Nations 
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SDGsの諸目標の達成をイノベーションの機会として捉え、 企業の技術 ・ ノ
ウハウで諸課題の解決を目指す、オープンイノベーション・プラットフォー
ムである SHIP の設立などからも理解できる。 
これまでも企業は地球環境問題や社会的問題の解決に取り組んできた。特
に、エコイノベーションやソーシャルイノベーションがこれである。また、






















しかし、中国の SDGs への取り組み評価は 54 位と決して高くない
(Bertelsmann Stiftung, Sustainable Development Solutions Network: 
SDSN, 2018)。この意味では、すでに中国政府も SDGs への取り組みを表明
しており、今後、中国での SDGs への取り組みとイノベーションの方向づけ














による SDGs への貢献も看過されてはならない。 
(3) ASHOKA は、アメリカの社会企業家(social entrepreneur)の Bill  
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   図表-2 「ユーザー主導」と「ユーザー志向/ユーザー参画」の違い 
  





ンを推進する2つの理由が指摘されている(Arnkil, Robert; Järvensivu, Anu; 



















   




      
    






















ること④国際規模のネットワークに参加することである (FabLab Japan 
Network)  
 












    
出所) Arnkil, Robert; Järvensivu, Anu; Koski, Pasi; Piirainen, Tatu (2010:72 ) 
 
 
図表-6 地方自治体と 4つの基本的な四重らせんモデル 
 
   







右されるし、主体の意識改革も必要とされる(Arnkil, Robert; Järvensivu, 
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ションの SDGs の諸目標への貢献の可能性は看過できないといえる。 
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